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八
戸
駐
屯
地
で
は
、
令
和
６
年
７
月
27
日
（
土
）
駐
屯
地
納
涼
盆
踊
り
大
会
を
開
催
予
定
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
天

候
不
良
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
も
う
夏
ら
し
い
こ
と
が
出
来
な
い
と
悔
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
ち
び
っ
子
大
会
、
駐
屯
地
キ
ャ
ン
プ
を
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
の
来
場
者
に
よ
り
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
駐
屯
地
納
涼
盆
踊
り
大
会
を
含
め
、
夏
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
度
も
皆
様
の

お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 八

戸

令
和
６
年
７
月
27
日
（
土
）
八
戸
駐
屯
地
に
て
、
ち

び
っ
子
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
天
気
は
雨
で
し
た
が
、

八
戸
駐
屯
地
周
辺
に
住
む
小
学
生
10
人
が
参
加
し
、
装

備
品
装
着
・
偽
装
体
験
、
体
験
搭
乗
等
を
体
験
し
ま
し

た
。
体
験
搭
乗
で
は
、
実
際
に
駐
屯
地
内
に
あ
る
「
八

戸
市
と
の
協
定
に
基
づ
く
緊
急
避
難
場
所
」
の
説
明
を

行
い
、
避
難
経
路
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
6
年
８
月
23
日
（
金
）
か
ら
24
日
（
土
）
八
戸
駐
屯
地
に
て

駐
屯
地
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
桔
梗
野
小

学
校
高
学
年
の
17
名
が
参
加
し
、
自
衛
隊
の
装
備
品
に
触
れ
た
り
、

飯
盒
炊
爨
、
セ
ー
ラ
ー
渡
河
、
手
旗
信
号
な
ど
、
普
段
体
験
で
き
な

い
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
夜
に
は
、
花
火
や
肝
試
し
を
し
て
夏
休

み
の
良
い
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
８
月
24
日
（
土
）
及
び
25
日
（
日
）
桔
梗

野
官
舎
地
区
に
て
桔
梗
野
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
地
域
の
方
々
が
、
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

近
隣
の
小
学
生
や
中
学
生
が
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
、
八
戸
陣
太
鼓
が
演
奏
を
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
桔
梗
野
夏
祭
り
を
通
じ
て
、
八
戸
駐
屯
地
周
辺

の
地
域
住
民
の
方
々
と
の
繋
が
り
を
あ
ら
め
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



令
和
６
年
６
月
25
日
（
火
）
に
、
八
戸
駐
屯
地
内
に
お
い

て
、
八
戸
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

当
日
は
10
名
の
報
道
関
係
者
が
参
加
し
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

の
後
、
基
本
射
場
、
営
内
隊
舎
、
隊
員
浴
場
、
隊
員
食
堂
、

厚
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
射
場
で
は
、

普
段
ど
の
よ
う
に
射
撃
を
し
て
い
る
の
か
実
際
に
隊
員
が
動

き
を
展
示
し
、
安
全
に
留
意
し
射
撃
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
隊
員
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
る
の
か
、
営
内
隊
舎
な
ど
を
通
し
て
現
在
の
自
衛
隊
の
状

況
を
説
明
し
、
理
解
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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八

戸

こ

ど

も

宅

食

「
お
す
そ
わ
け
便
」
広
報
活
動

八
戸
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
説
明
会

令
和
６
年
６
月
30
日
（
日
）
に
、
三
戸
郡
階
上
町
に
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
見
心
園
に
お
い
て
、
第
22
回
八
戸
こ

ど
も
宅
食
「
お
す
そ
わ
け
便
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
１
０
１
家
族
、
２
６
８
名
の
沢
山
の
来
場
者
に
会

場
へ
足
を
運
ん
で
頂
き
、
大
盛
況
で
し
た
。
八
戸
駐
屯
地
は

会
場
内
で
、
今
回
は
１
／
２
ｔ
救
急
車
の
装
備
品
展
示
や
陸

上
自
衛
隊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
の
広
報
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
装
備
品
展
示
で
は
、
沢
山
の
家
族
の

方
々
が
興
味
深
く
見
学
を
さ
れ
、
実
際
に
座
席
に
座
っ
て
い

た
だ
き
自
衛
隊
へ
の
興
味
や
、
自
衛
隊
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
ま
し
た
。

護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
入
港
歓
迎

令
和
６
年
７
月
13
日
（
土
）
及
び
14
日
（
日
）
、
八
戸
港
白
金
埠
頭

に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
の
入
港
歓
迎
行
事
に

お
け
る
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

13
日
は
入
港
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
、
主
催
者
や
来
賓
の
方
々
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
や
、
八
戸
市
内
の
幼
稚
園
児
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
戸
駐
屯
地
の
八
戸
陣
太
鼓
演
奏
も
行
わ
れ
、
護
衛
艦
た
か
な

み
と
そ
の
乗
組
員
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
14
日
は
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
等

の
方
々
に
護
衛
艦
見
学
を
し
て
頂
き
、
参
加
者
は
乗
組
員
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
興
味
深
く
見
学
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
両
日
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
、
第
９
後

方
支
援
連
隊
、
第
９
施
設
大
隊
、
第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八
戸
派
遣
隊

が
装
備
品
展
示
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
協
力
本
部
が
用
意
し

た
試
着
コ
ー
ナ
ー
や
射
的
ゲ
ー
ム
等
、
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
大
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
今
後
も
積
極
的
に
各
種
行
事
に
参
加
し
、
地
域
住

民
と
の
交
流
を
図
り
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

✲
見
学
を
終
え
て
✲

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
等
の
感
想

・
艦
内
は
光
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
て
、
蒸
気
を
用
い
て
調
理

や
入
浴
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

・
艦
長
席
は
絶
対
座
れ
な
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
別
に

座
ら
せ
て
も
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。

・
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
良
い
機
会
で
し
た
。

✲
見
学
を
終
え
て
✲

令
和
６
年
７
月
６
日
（
土
）
に
、
八
戸
駐
屯
地

内
に
お
い
て
、
第
９
飛
行
隊
の
支
援
を
受
け
航
空

機
体
験
搭
乗
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
く
、
飛
行
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
前

年
度
の
駐
屯
地
司
令
感
謝
状
授
与
者
や
駐
屯
地
協

力
諸
団
体
や
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
応
募

し
抽
選
が
当
た
っ
た
方
を
含
む
、
95
名
の
方
が
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
体
験
搭
乗
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
搭
乗
前
に
防
衛
館
で
安
全
教
育
を

受
け
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
飛
行
場
ま
で
前
進

し
ま
し
た
。
体
験
搭
乗
は
、
１
フ
ラ
イ
ト
約
５
名
、

約
10
分
程
度
で
実
施
さ
れ
、
飛
行
経
路
は
八
戸
市

内
の
上
空
を
飛
行
し
、
普
段
暮
ら
し
て
い
る
街
並

み
を
い
つ
も
と
違
う
角
度
か
ら
見
て
頂
き
ま
し
た
。

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
等
の
感
想

・
隊
員
の
方
々
の
操
縦
も
難
し
そ
う
な
の
に
淡
々

と
こ
な
し
て
い
て
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

・
初
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
乗
で
し
た
が
、
予
想
よ

り
飛
行
は
安
定
し
て
い
て
、
普
段
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
災
害
時
や
有
事
の
際
の
上
空
か
ら
の
有
効
性

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

・
想
像
よ
り
音
、
揺
れ
と
も
に
気
に
な
ら
ず
、
操

縦
士
さ
ん
の
配
慮
あ
ふ
れ
る
操
縦
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
時
速
１
６
０
㎞

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
体
感
が
全
く
な
く

あ
っ
と
い
う
間
に
一
周
し
て
き
た
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。 航

空

機

体

験

搭

乗
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第
９
施
設
大
隊
は
、
令
和
６
年
７
月
20
日
か
ら
同
年
９
月
13

日
ま
で
の
間
、
新
隊
員
特
技
課
程
「
施
設
」
教
育
を
20
名
の
新

隊
員
に
対
し
実
施
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
、
大
隊
長
要
望
事
項
「
施
設
基
礎
作
業
を
体
得
せ

よ
」
「
信
頼
・
連
携
」
「
絆
を
築
け
」
に
基
づ
き
、
施
設
基
礎

作
業
の
体
得
の
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て
教
育
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
間
、
「
土
工
・
木
工
・
植
杭
・
連
結
・
重
材
料
の
取

扱
い
・
漕
舟
」
の
各
種
施
設
基
礎
作
業
の
体
得
に
励
み
、
夏
季

休
暇
以
降
は
、
爆
破
や
こ
れ
ま
で
の
教
育
成
果
を
検
す
る
各
種

検
定
が
あ
り
、
新
隊
員
は
、
同
期
の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、

時
に
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
も
、
お
互
い
を

支
え
合
い
、
は
つ
ら
つ
と
日
々
訓
練
に
ま
い
進
し
ま
し
た
。

重材料運搬

漕舟訓練

第

９

施

設

大

隊

第
５
高
射
特
科
群
は
、
令
和
６
年
７
月
３
日
（
水
）
か
ら
新

隊
員
後
期
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
教
育
開
始
か
ら
１
ヶ
月
で
、

新
隊
員
６
名
も
高
射
特
科
隊
員
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
急
速

に
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。

８
月
末
の
総
合
訓
練
に
お
い
て
皆
、
切
磋
琢
磨
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
引
き
続
き
、
一
人
前
の
自
衛
官
と
な
る
べ
く
、

訓
練
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

市川 ききょう士長 八戸駐屯地公式キャラクターに！

第

５

高

射

特

科

群

御家族を交えた会食

やる気に満ちた隊員たち

八戸駐屯地が作成したポスターや八戸駐屯地の各
種ＳＮＳなどにひっそりと登場していたキャラク
ターが、ついに八戸駐屯地の公式キャラクターとな
りました！
今後も登場しますので、「市川 ききょう士長」

をぜひ見つけてみてください！

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

名 前：市川 ききょう
年 齢：２１歳
階 級：陸士長
特 技：ウミネコのモノマネ

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
６
年
７
月
３
日
（
水
）
か
ら

同
年
９
月
６
日
（
金
）
の
間
、
新
隊
員
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
、
第
１
整
備
大
隊
火
器
車
両
整
備
中
隊
長
を
教
育
隊

長
と
し
、
新
隊
員
９
名
に
対
し
、
武
器
科
隊
員
と
し
て
の
必
要

な
基
礎
的
知
識
及
び
技
能
の
習
得
を
さ
せ
る
べ
く
日
々
の
教
育

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

新
隊
員
は
、
８
月
末
の
総
合
訓
練
に
向
け
練
成
を
重
ね
、
連

日
の
猛
暑
に
も
負
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
表
情
は
明
る
く
訓
練

へ
の
意
欲
は
と
て
も
高
い
状
態
で
し
た
。
教
育
で
培
っ
た
技
術
、

体
力
、
同
期
と
の
団
結
を
も
っ
て
厳
し
い
最
終
訓
練
を
乗
り
越

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
前
の
自
衛
官
と
な
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

車両整備実習

日々の訓練に臨む隊員たち

器材操作実習

教育開始式

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
７
月
２
日
（
火
）
か
ら
令

和
６
年
度
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
及
び
新
隊
員
特
技
課
程

教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
７
月
６
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
た
教

育
開
始
式
に
は
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
長
、
八
戸
市
自
衛
隊
家
族
会

会
長
の
ほ
か
、
隊
員
家
族
を
招
待
し
て
盛
大
に
歓
迎
・
激
励
す

る
と
と
も
に
、
ご
家
族
に
対
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
よ
り
教

育
に
対
す
る
安
心
感
を
醸
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
食
で
は
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
９
月
14
日

（
土
）
の
教
育
終
了
ま
で
の
間
、
全
員
が
立
派
な
ミ
サ
イ
ル
部

隊
の
隊
員
と
な
れ
る
よ
う
愛
情
を
も
っ
て
教
育
を
実
施
し
、
連

隊
の
将
来
を
担
う
後
継
者
と
し
て
育
成
し
て
い
き
ま
す
。



第１３号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和６年９月３０日（４）

各 部 隊 の 活 動 状 況
第
９
施
設
大
隊
は
、
令
和
６
年
５
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で

の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
春
季
演
習
場
統
一
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
演
習
場
整
備
は
、
第
10
施
設
群
第
３
８

７
施
設
中
隊
の
配
属
を
受
け
、
施
設
整
備
隊
と
し
て
整
備
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

大
隊
長
は
編
成
完
結
式
に
お
い
て
「
連
携
」
「
本
整
備
を

活
用
し
た
施
設
技
術
の
向
上
」
「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」

の
３
点
を
掲
げ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
る
な
か
、
総
合
戦

闘
射
場
整
備
等
の
演
習
場
機
能
向
上
の
た
め
の
整
備
及
び
幹

線
道
整
備
等
の
機
能
維
持
の
た
め
の
整
備
等
、
計
15
箇
所
の

整
備
作
業
を
施
設
技
術
を
駆
使
し
て
整
備
任
務
を
完
遂
し
ま

し
た
。

ま
た
、
各
中
隊
は
師
団
隷
下
各
部
隊
に
対
し
演
習
場
整
備

に
お
け
る
工
程
管
理
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
施
設

第
１
２
３
地
区
警
務
隊

八
戸
派
遣
隊

第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八
戸
派
遣
隊
は
、
令
和
６
年

７
月
19
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
駐
屯
地
が
実
施
し
た

「
令
和
６
年
夏
の
駐
屯
地
交
通
安
全
運
動
」
に
お
い
て
、

駐
屯
地
隊
員
に
対
し
、
交
通
安
全
指
導
等
を
行
い
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
及
び
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
、
隊
員
の
安
全
意
識
の
高
揚
に
資
す
る
と
と
も
に
、

交
通
事
故
等
発
生
の
未
然
防
止
に
寄
与
し
ま
し
た
。

第

９

施

設

大

隊

第
５
高
射
特
科
群
は
、
令
和
６
年
６
月
11
日
（
火
）
か

ら
13
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
中

隊
等
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
閲
部
隊
は
、
第
３

１
９
高
射
中
隊
、
第
３
０
５
高
射
搬
送
通
信
中
隊
、
本
部

管
理
中
隊
管
理
小
隊
及
び
衛
生
小
隊
の
４
個
部
隊
を
実
施

し
ま
し
た
。
本
検
閲
開
始
に
当
た
り
、
統
裁
官
は
、
群
隊

容
検
査
に
お
い
て
、
受
閲
部
隊
に
対
し
、
「
困
難
な
状
況

を
克
服
し
、
最
後
ま
で
生
き
残
り
、
任
務
を
完
遂
せ
よ
」
、

「
指
揮
の
要
訣
の
実
践
」
、
「
管
理
の
徹
底
」
の
３
点
を

要
望
し
ま
し
た
。
各
隊
員
は
要
望
事
項
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
味
方
を
最
後
ま
で
信
頼
し
、
団
結
を
保
持
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
訓
練
で
積
み
上
げ
て
き
た
個
人
・
部

隊
の
練
度
を
遺
憾
な
く
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
任
務
を
完

遂
し
ま
し
た
。

第

５

高

射

特

科

群

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第

９

後

方

支

援

連

隊

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
６
年
７
月
15
日
（
月
）
か

ら
７
月
18
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
八
戸
演
習
場
等
に
お
い
て

第
１
回
連
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。
衛
生
隊
及
び
輸

送
隊
（
青
森
駐
屯
地
）
を
受
閲
部
隊
と
し
た
本
検
閲
は
、
両

部
隊
が
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
任
務
を
完
遂
し
、

共
に
良
好
な
評
価
を
得
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

連
隊
長
は
、
本
検
閲
開
始
に
あ
た
り
「
能
力
を
最
大
限
発

揮
せ
よ
」
「
領
域
横
断
作
戦
環
境
を
踏
ま
え
た
基
本
・
基
礎

を
確
行
せ
よ
」
「
絶
対
安
全
」
の
３
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

受
閲
隊
員
は
、
要
望
事
項
の
実
践
を
通
じ
て
得
た
教
訓
を
糧

と
し
、
更
な
る
訓
練
練
度
の
向
上
と
部
隊
の
精
強
化
を
期
し

て
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
７
月
１
日
（
月
）
か

ら
７
月
６
日
（
土
）
の
間
、
第
１
回
連
隊
訓
練
を
実
施
し

て
、
行
動
基
準
に
基
づ
く
陣
地
占
領
か
ら
対
艦
戦
闘
ま
で

の
一
連
の
行
動
を
演
練
す
る
と
と
も
に
、
方
面
総
監
部
指

揮
所
演
習
に
連
接
し
た
方
面
火
力
調
整
所
と
の
連
携
要
領

を
演
練
し
、
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

各
隊
員
は
、
敵
の
脅
威
か
ら
健
在
し
任
務
を
達
成
す
る

た
め
、
自
ら
考
え
て
行
動
し
、
射
撃
任
務
を
完
遂
す
る
と

と
も
に
、
現
状
の
練
度
を
把
握
し
次
回
訓
練
の
目
標
設
定

の
資
と
し
ま
し
た
。

第

38

普

通

科

連

隊

第
３
・
４
中
隊

第
38
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
は
、
令
和
６
年
度
即
応

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
主
体
と
し
た
各
種
練
成
訓
練

を
実
施
中
で
す
。

訓
練
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
形
・
気
象
を
克
服
す
る
と

と
も
に
、
多
様
化
す
る
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
常
即

一
体
と
な
っ
て
訓
練
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
各
種
射
撃
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
家
族

を
含
め
た
各
種
家
族
支
援
を
通
じ
て
、
団
結
・
士
気
の

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
第
38
普
通
科
連
隊
第
３
・
４
中
隊
に
対

す
る
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

射撃 不審者の拘束

０１ＡＴＭ射撃 車両の検索

防御訓練

防護マスクの着用を確認

車両の偽装中

しっかり停止しているか確認！

駐屯地内パトロール中

技
術
指
導
班
は
各

部
隊
の
整
備
作
業

に
お
け
る
技
術
指

導
を
実
施
し
、
師

団
隷
下
部
隊
の
工

事
管
理
能
力
及
び

施
工
能
力
を
向
上

さ
せ
、
師
団
の
整

備
任
務
達
成
に
貢

献
し
ま
し
た
。

ＭＣＶ戦闘射場（Ｂ）整備

幹線道路整備



第１３号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和６年９月３０日（５）

各 部 隊 の 活 動 状 況

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第

３

８

４

会

計

隊

第
３
８
４
会
計
隊
は
、
令
和
６
年
６
月
19
日
（
水
）
青

森
地
方
協
力
本
部
八
戸
地
域
事
務
所
計
画
の
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
、
本
八
戸
駅
前
に
て
学
生
を
対
象
に
、
朝
の

通
学
時
間
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
も
自
分
達
の
後
輩
は
自
分
達
で
獲
得
す
る
と
い

う
気
概
を
も
っ
て
広
報
活
動
に
参
加
し
た
。
今
回
で
６
回

目
の
支
援
と
な
り
ま
し
た
。

引
続
き
、
会
計
科
支
援
と
並
行
し
て
広
報
活
動
を
実
施

し
後
継
者
獲
得
に
努
力
し
ま
す
。

HACHINOHE

第

９

飛

行

隊

【
令
和
６
年
度
師
団
訓
練
検
閲
受
閲
（
岩
手
山
演
習
場
）
】

第
９
飛
行
隊
は
、
令
和
６
年
６
月
19
日
（
水
）
か
ら
24
日

（
月
）
ま
で
の
間
、
５
夜
６
日
に
わ
た
り
第
９
師
団
長
に
よ

る
訓
練
検
閲
を
岩
手
山
演
習
場
に
て
受
閲
し
ま
し
た
。

領
域
横
断
作
戦
下
で
の
攻
撃
に
任
ず
る
師
団
隷
下
部
隊
の

行
動
に
つ
い
て
、
様
々
な
状
況
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
各
隊

員
は
、
暑
さ
を
克
服
し
て
不
安
全
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
着
実
に
各
種
任
務

を
完
遂
し
ま
し
た
。

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
６
年
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
10
日
（
水
）
に
か
け
て
王
城
寺
原
演
習
場
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
方
面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲

し
ま
し
た
。

隊
容
検
査
に
お
い
て
は
、
部
隊
・
個
人
装
備
の
準
備
状
況
、

任
務
及
び
教
令
の
理
解
度
の
点
検
を
受
け
、
全
隊
員
が
士
気

旺
盛
に
し
て
気
迫
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

訓
練
検
閲
受
閲
中
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
火
力
戦
闘
、
対
空
戦

闘
、
対
遊
撃
戦
闘
等
、
年
度
当
初
か
ら
練
成
し
て
き
た
成
果

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
火
力
戦
闘
に
お
い
て
は
戦
機
を
看

破
し
た
対
機
甲
戦
闘
に
よ
り
、
所
望
の
成
果
を
上
げ
、
任
務

を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
築
城
・
偽
装
の
強
化
等
、
隊
員

の
基
本
基
礎
動
作
が
良
好
で
あ
り
方
面
総
監
か
ら
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

任務中のUH-1J

機内に負傷者を搬送する隊員たち

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊
は
、
中
隊
訓
練
を
実

施
し
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の
基
礎
動
作
に

つ
い
て
演
練
し
、
野
外
行
動
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
第
５
高
射
特
科
群
と
の
協
同
訓
練
に
向
け
、
行
進

間
の
警
戒
・
自
衛
戦
闘
、
整
備
所
の
開
設
、
炊
事
訓
練

等
の
課
目
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊
は
、
令
和
６
年
７
月

29
日
（
月
）
か
ら
８
月
１
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
王
城

寺
原
演
習
場
に
お
い
て
東
北
方
面
後
方
支
援
隊
が
実
施

し
た
令
和
６
年
度
部
隊
装
備
火
器
（
対
地
）
実
射
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
12.

7
ｍ
ｍ
重
機
関
銃
及
び
84
ｍ
ｍ
無
反

動
砲
の
射
撃
を
実
施
し
ま
し
た
。
射
場
規
律
を
厳
守
し

基
本
基
礎
動
作
を
確
行
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

練
成
成
果
を
発
揮
し
て
射
撃
能
力
を
向
上
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【12.7ｍｍ重機関銃】

【84ｍｍ無反動砲】

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
令
和
６
年
６
月
８
日
（
土
）

に
八
戸
駐
屯
地
基
本
射
場
に
て
、
第
１
回
小
火
器
射
撃
検

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

検
定
で
は
、
自
衛
官
の
射
撃
技
能
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
自
衛
官
の
射
撃
技
術
を
評
価
判
定
し
、
進
歩
向
上

を
促
し
ま
し
た
。

【小銃射撃状況】

【拳銃射撃状況】

炊事場の開設整備所の開設

車両を遮光・偽装する隊員たち



第１３号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和６年９月３０日（６）

広告１４

八戸地区自衛隊協力会
八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第５高射特科群後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
高射ＤＳＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

八戸駐屯地では、駐屯地の活動状況を逐次更新中☆彡
詳しくは、こちらをチェックしてみてください！

 

https://www.mod.go.jp/gsdf/neae/hachinohe/

住所 八戸市市川町桔梗野官地
☎ ０１７８－２８－３１１１

フェイスブック・ⅹ（旧ツイッター）
・インスタグラム絶賛活動中！

フォロワー募集中です♪

🔍 八戸駐屯地 で検索！

広告 はちえ
き

広告 南部

皆様からの御協賛お待ちしております！

インスタグラム
始めました！

◎協賛金額

一口 ￥１０，０００（７cm×７cm）

◎連絡先
八戸駐屯地司令業務室 広報班
０１７８（２８）３１１１（内線 ２０６８）
pr-4ssmr-nea@inet.gsdf.mod.go.jp

皆様からの御協賛お待ちしております！

第

９

師

団

長

感

謝

状

贈

呈

式

令
和
６
年
６
月
23
日
（
日
）
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て

自
衛
隊
家
族
会
三
八
地
区
協
議
会
が
主
催
す
る
、
防
衛
講
話
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
司
令
が
講
師
と
し
て
参
加
し
、
三
八
地
区
協
議

会
会
長

室
谷

格

様
ほ
か
20
名
の
方
々
に
「
陸
上
自
衛
隊

の
能
力
強
化
と
変
革
」
と
い
う
題
目
で
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

聴
講
さ
れ
た
方
々
は
陸
上
防
衛
力
強
化
の
重
要
性
及
び
自
衛
隊

の
変
革
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

今
後
も
、
家
族
会
を
は
じ
め
他
協
力
団
体
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
、
信
頼
・
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

自
衛
隊
家
族
会
三
八
地
区
協
議
会

防
衛
講
話

第３８４会計隊長（Ｒ６.８.１付）
１等陸尉 北畠 武
東北方面会計隊本部（仙台駐屯地から）

第３８４会計隊長（Ｒ６.７.３１付）
３等陸佐 野田 勝美
東北方面会計隊第４０１会計隊（神町駐屯地へ）

令
和
６
年
６
月
８
日
（
土
）
青
森
駐
屯
地
に
お
い
て
「
第
９
師

団
長
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
、
株
式
会
社
ラ
イ
ケ
ッ
ト

取
締
役
会
長

河
村

忠
夫

様
が
受
賞
者
と
し
て
第
９
師
団
長
よ
り
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
河
村
様
は
贈
呈
式
に
参
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第

９
師
団
の
記
念
式
典
等
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
八
戸
駐
屯
地
に
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第９後方支援連隊長（Ｒ６．７．３１付）
１等陸佐 内藤 啓太
北海道補給処（島松駐屯地へ）

第９後方支援連隊長（Ｒ６．８．１付）
１等陸佐 齋藤 悠一
武器学校（土浦駐屯地から）

八戸駐屯地最先任上級曹長（Ｒ６．８．１付）
准陸尉 野田 洋一
第４地対艦ミサイル連隊（八戸駐屯地から）

八戸駐屯地最先任上級曹長（Ｒ６．７．３１付）
准陸尉 多田 茂
東北方面特科連隊（岩手駐屯地へ）


